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2013 年度学会彙報 

 

１．総務報告 

出席者 13 名（委任状 32 名） 定足数を越え、総会が成立した。 

・総務報告（会員異動状況）が報告された。 

・2012 年度決算報告、事業報告が承認された。 

・2013 年度予算案、事業計画案が審議され、承認された。 

 

２．第 5 回大会報告 

日時：2013 年 9 月 5 日（木）13:30〜17:00 

場所：立教大学池袋キャンパス 本館（1 号館）2 階 1204 号室 

参加者：16 名 

プログラム： 

13:30〜13:40 開会の辞 

13:40〜14:30 本山佳代子「モンゴル語ハルハ方言における弱母音の研究」 

14:30〜15:30 河西和美「ライブ MC の音響音声学分析」 

15:30〜15:35 休憩 

15:35〜16:25 池田潤・桐越舞・川邉貴英「子音文字の類型に関する実験研究 

        ─ヘブライ文字黙読課題による事象関連電位に関する一考察」 

16:25〜16:55 会員総会 

16:55〜17:00 閉会の辞 

17:30〜19:30 懇親会 

 

３. 理事会報告 

第 1 回理事会報告 

出席者：城生佰太郎、池田潤、三浦弘、島田武、高村めぐみ（委任状 2 名） 

日時：2013 年 7 月 20 日 13:00～15:00 

場所：立教大学６号館３階ランゲージセンター打ち合わせ室 

・第 6 回大会について審議した。 

・2012 年度決算について審議した。 

・2013 年度予算案について審議した。 

・2013 年度事業計画および総会について審議した。 

・会員の異動、会計監査報告が行なわれた。 

・編集委員会からの報告が行なわれた。 
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第 2 回理事会報告 

出席者：城生佰太郎、池田潤、高村めぐみ、福盛貴弘（委任状 3 名） 

日時：2014 年 3 月 7 日 14:00～15:00 

場所：文教大学 3 号館 3713 号室 

・第 7 回大会について審議した。 

・当日までの会員の異動が報告された。 

・当日までの会計が報告された。 

・編集委員会からの報告が行なわれた。 

 

2. 編集委員会報告（編集委員長：島田武） 

『実験音声学・言語学研究』第 6 号に関して、研究ノート 1 件の応募があり、匿名査読

（2 名）の結果、同研究ノート 1 件が採択された。 

 

＊ 第 7 回大会 

2014 年 8 月に専修大学での開催を予定しております。 

 

＊会費納入のお願い 

 正会員の方は、年度内に年会費 2,000 円を下記の口座に納入してください。 

 

ゆうちょ銀行 

口座番号 00120-9-262862 

口座名義 日本実験言語学会 

 

＜他銀行から振り込まれる方＞ 

銀行名：ゆうちょ銀行 

支店名：〇一九（ゼロイチキュウ）店 

支店番号：019 

口座番号：当座 0262862 

 

役員名簿 

 

会 長  城生佰太郎 

副会長  池田  潤（事務局、会計） 

理 事  三浦  弘（広報） 

理 事  島田  武（編集） 

理 事  高村めぐみ 
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日本実験言語学会 総会資料 

日時：2013 年 9 月 5 日（木）13:30～17:00 

場所：立教大学池袋キャンパス 本館（1 号館）2 階 1204 号室 

 

１．総務報告 

会員異動状況 

会員の種別 

会員数 

増減数 2011 年度末 

2012 年 3 月 31 日 

2012 年度末 

2013 年 3 月 31 日現在 

正会員 

（うち学生） 

70

(21)

74 

(18) 

4

(▲3)

賛助会員 3 3 0

合計 73 77 4

 

２．2012 年度事業報告 

(1)第 5 回大会 

日時：2012 年 9 月 1 日（土）12:30～18:10 

場所：文教大学越谷キャンパス 3 号棟 3 階 3306 号室 

参加者：26 名 

プログラム： 

12:30 開会の辞 

【研究発表 1】 

12:40 城生佰太郎「『文献学的アクセント』を考える：プロヴァンス語の音響分析を

通して」 

13:40 池田潤、平田彬、渡辺和希、桐越舞「文字類型に関する実験研究(2)：同一視

覚刺激を対象とした異なる認知課題による事象関連電位の再現性」 

14:30 休憩 

【研究発表 2】 

14:50 渡辺和希「一音節感動詞の語末促音に関する考察」 

15:50 保田春菜、グェンブイアンティー「ベトナム語話者の日本語アクセント：実験

音声学的考察」 

16:50 鈴木里美「テンポ論試論：プロソディーを再考する」 

17:40 総会 

18:10 閉会の辞 

18:30 懇親会 
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(2)学会誌の刊行 

『実験音声学・言語学研究』(英文名：Research in Experimental Phonetics and 

Linguistics) 第 5 号 2013 年 3 月 24 日 

  研究ノート 1 点 

 

(3)役員会 

第 1 回理事会 

出席者：城生佰太郎、池田潤、島田武（委任状 2 名） 

日時：2012 年 7 月 21 日（土）15:00～18:00 

場所：文教大学越谷キャンパス３号館 7321 号室 

・理事の改選について審議し、5 名を理事候補者として総会に推薦することが承認され、

併せて役職者、監事、各種委員の候補者も決定した。 

・第 5 回大会について検討した。 

・2011 年度決算、2012 年度予算案、2012 年度事業計画について審議した。 

・REPL 4 号の報告が行なわれた。 

 

第 2 回理事会 

出席者：城生佰太郎、池田潤、島田武、高村めぐみ（委任状 2 名） 

日時：2013 年 3 月 29 日（金）13:30〜15:00 

場所：筑波大学人文社会学系棟 B613 

・第 6 回大会について検討した。 

・会費未納による除名者について検討した。 

・学会ウェブサイトの移転について報告された。 

・REPL 5 号の報告が行なわれた。 

・会員の異動、会計報告が行なわれた。 

 

編集委員会 

出席者：島田武（委員長）、菅井康祐、高慧禎、福盛貴弘 

日時：適宜 

場所：メール会議 

・ 第5回大会に関して、匿名査読（2名）の結果、発表5件が採択された。 

 

出席者：島田武（委員長）、乾秀行、菅井康祐、宇都木昭 

日時：適宜 

場所：メール会議 
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・ REPL５号に関して、研究ノート1件の応募があり、匿名査読（2名）の結果、採択され

た。 

 

(4)その他 

JELS 通信 No.16～17 を会員に送信した。 

 

３．2012 年度決算報告 

  項目 金額 備考 

収入 前年度繰越金 73,236  

 正会員会費 62,000 （のべ 31 名分）* 

 賛助会員会費 0  

 入会金 7,000  

 大会参加費等 2,000  

  計 144,236   

    

  項目 金額 備考 

支出 大会運営費 4,604  

 広告費 13,347 （ポスター作成） 

 郵送費 23,470  

 人件費 30,500 （バイト代） 

 消耗品費 996  

 印刷費 0  

 予備費 3,606 （ドメイン登録料、レンタルサーバー経費） 

 繰越金 67,713 2013 年度へ繰り越し 

  計 144,236   

*未払い会費の納入も含むため、在籍会員数とは一致しない。 

 

４．2013 年度事業計画 

(1)第 6 回大会開催 

日時：2013 年 9 月 5 日（木）12:30～18:10 

場所：立教大学池袋キャンパス 本館（1 号館）2 階 1203 号室 

 口頭発表 3 件 

 

(2)学会誌の刊行 

『実験音声学・言語学研究』第 6 号を刊行する。 

原稿締め切り 9 月末日。 
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５．2013 年度予算案 

収入   

項目 金額 備考 

会費 60,000 （正会員 30 名分） 

寄付 0  

大会参加費 0  

前年度繰越金 67,713  

計 127,713   

   

支出   

項目 金額 備考 

大会運営費 5,000  

広告費 20,000 （ポスター作成、ドメイン・レンタルサーバ経費） 

郵送費 25,000  

人件費 30,000 （アルバイト代） 

消耗品費 5,000  

印刷費 3,000  

予備費 34,713 （査読料等） 

計 129,713   
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編集後記 

 

 『実験音声学・言語学研究』第 6 号をお届け致します。今号には、研究ノート 1 編が寄

稿されています。そこでは前号に引き続き N170 という顔や語の視覚処理に関わるとされる

事象関連電位の成分に注目しています。刺激としてヘブライ語の表記のうち母音記号のあ

るものとないものを比較したパラダイムと、同一文字列を 1 形態素の語と読む場合と 2 形

態素の語として読むものを比較したパラダイムが検討され、観察された電位差が形状の複

雑さと形態素の数に起因するという結論を導き出しています。 

 今回の研究ノートを拝見してふと思い出したのが、日本語では漢字、ひらがな、カタカ

ナ、alphabet というふうに様々な文字を日常的に使いますが、近年では人名を表すために漢

字を従来の使い方を超えて様々に組み合わせるというのが盛んになってきているというこ

とでした。そういう名前を目にしたときには、違和感を覚えつつも、そこで使われている

文字の意味、音、形など様々な側面に思いをはせるきっかけとしてもよいのではないかと

思いました。 

 

（T. S.） 
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